
取組
項目数

主な取組内容 回数 開催日 主な議題

◎ 0

○ 10

△ 0

× 0

◎ 0

○ 30

△ 0

× 0

◎ 0

○ 8

△ 0

× 0

◎

○

△

×

◎

○

△

×

◎

○

△

×

◎

○

△

×

◎ 0
○ 48
△ 0
× 0

7

今後の課題と方針

少子高齢化による社会構造の変化、個人の価値観やライフスタイルの多様化等をは
じめ、コロナ禍の影響も重なり、地域での人と人とのつながりや支え合う意識の希薄
化が顕著となっている。

また、地域活動は再開傾向にあるが、一部の地域活動は従来どおりの方法では実施
できず、いまだに停止したままの活動もある。停止期間の長期化で活動者のモチベー
ションが低下し、解散したり運営ノウハウが引き継がれないという課題も出ている。
また、新型コロナに関しては、考え方や意識に差があるため、再開については慎重な
対応が求められている。

これらの顕在化した地域課題の多くは複雑化、複合化してるため、ネットワークを
活用しながら、地域の関係機関・団体と課題を共有し、解決に向けて連携・協働を
図っていきたい。

今年度の振り返り 48

今年度も新型コロナウイルス感染症の影響により、地域の中で直
接会う機会が減少し、困りごとやニーズが今まで以上に見えづらい
状況の中、各地区部会が様々な手段で地域の状況を把握し、把握し
た困りごとや気づきを共有するために話し合い、解決に向けて様々
な工夫をしながら活動に取り組みました。

5

6

4

2
互いを知り、活かし、支え合
い、助け合う、地域づくり 30

　一部の町内自治会において住民主体の見守り活動が継続的に実施
された他、1自治会と1地区部会エリアで生活上のちょっとしたお手
伝い（ごみ出しなど）の支援を行いました。
　また、一部のエリアでは敬老会などのイベントについて、時間短
縮や参加者を入れ替えて行うなど、コロナウイルスの感染対策を取
りながら開催しました。

3
災害などに備えた安全・安心
なまちづくり 8

　町内自治会及び自主防災組織で防災訓練や避難所開設訓練
が実施されたほか、防災に関する講座を開催するなど、住民
に対する防災に対する意識の向上に努めました。
　また、警察などと連携し、防犯パトロールや防犯に関する
講座を実施して、地域住民の防犯意識を高めるためるととも
に、住民同士の防犯活動に取り組みました。

　高齢者の健康増進を目的とした「いきいきサロン（62か所　
622回）」や子育て中の親同士の交流を目的とした「子育てサ
ロン（13か所　79回）」を実施するなど、地域の方が気軽に
集うことができる居場所の創出に取り組みました。10

みんなの様々な居場所と健康
づくり

1

稲毛区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和４年度）総括表

◆基本方針別取組状況

基本方針
取組項目の
達成状況

〇多くの地区部会がコロナウイルスの感染状況を踏まえ、下記のように創意工夫をしながら活動に取り
組みました。

・エリア内にある公園を活用し、近隣の高齢者等を対象としてイベント的にラジオ体操を開催した。
・訪問での声掛けによる方法で見守り活動を行っていたが、絵手紙での安否確認へ変更した。
・会議や講座、サロン（健康体操）などZoomを活用し、オンラインでの参加も出来るようにした。
・参加者同士の間隔を空け、座ってできる軽度な体操や脳トレをメインに行った。

号数 発行日 発行部数及び主な配布先

第29号
10月1日
（土）

発行部数：5,250部
主な配布先：町内自治会、図書館、公民館、
コミュニティーセンター（市民センター）、
あんしんケアセンター、いきいきプラザ（センター）

◆区支え合いのまち推進協議会だより発行状況

◆区の地域福祉に関する紹介事例等

第1回

第2回
3月 2日
（木）

8月10日
（水）

（1）稲毛区支え合いのまち推進協議会副委員長の選任について
（2）第5期稲毛区支え合いのまち推進計画について
（3）令和3年度の取組状況について
（4）第5期区支え合いのまち推進計画の中間見直しについて
（5）支え合いのまち稲毛（稲毛区推進協だより）について

（1）第5期区支え合いのまち推進計画の中間見直しにおける具体的な取り組み及び
     活動事例について
（2）第5期区支え合いのまち推進計画の中間見直しにおける重点取組項目について

◆区支え合いのまち推進協議会開催状況
資料１



地区部会エリア 基本方針（5期） 取組項目（4期） 令和４年度の目標又は予定（4期） 令和４年度の実績 達成状況 令和５年度の目標又は予定 今後の課題と方針

【人口・世帯数】

【町内自治会数】

【高齢化率】

【地域の特徴】

引き続き、地区部会や町内自治会
が相互に会議等へ参加し、地域活動
の情報の共有に努めるとともに、情
報交換会（講座）を通じて、関係者
間で共有した情報を広報紙等を通じ
て地域へ発信していきたい。

１　みんなの様々な居場所と健康づ
くり

２　互いを知り、活かし、支え合
い、助け合う、地域づくり

地域の情報の収集と発信

地区部会や町内自治会等が、地域
の活動に関する情報を相互に共有す
るとともに、広報紙等で情報発信に
取り組みます。

地区部会や町内自治会が相互に会
議等へ参加し、地域活動の情報の共
有に努めるとともに、地区部会が広
報紙で地域住民に対して地域活動の
情報発信に取り組みました。

また、地区部会が町内自治会と連
携協力し、高齢者等が気軽に集える
居場所づくりをテーマに情報交換会
を開催するなど、情報収集などに取
り組みました

〇

地区部会が町内自治会と連携・協
力し、社会情勢や地域で問題・課題
となっている内容をテーマとした、
情報交換会（講座）を開催し情報共
有を行います。

また、広報紙を通じて地域活動の
情報発信に取り組みます。

地域での福祉教育の普及・啓発

地区部会が町内自治会や学校、各
種活動団体と連携・協力し、福祉講
座を企画するなど、ボランティア活
動の普及啓発に努めます。

また、サマーフェスタなどイベン
トの機会には近隣の小・中学校にボ
ランティア募集を行い、ボランティ
ア活動の実践を通した福祉教育に取
り組みます。

年度ごとにテーマを設定した地区
部会主催による講座を開催すること
で、住民に対して地域ボランティア
活動の普及・啓発に取り組みまし
た。

また、サマーフェスタ開催時に、
近隣の中学校（小中台中・朝日ヶ丘
中）からボランティアとして生徒が
参加し、活動を通じて福祉教育の啓
発に取り組みました。

〇

地区部会が町内自治会や学校、各
種活動団体と連携・協力し、福祉講
座を企画するなど、ボランティア活
動の普及啓発に努めます。

また、サマーフェスタなどイベン
トの機会には近隣の小学校にボラン
ティア募集を行い、活動を通じて福
祉教育の普及・啓発に取り組みま
す。

地区部会が町内自治会・民児協と
連携して、地域住民、エリア内の学
校に対し、担い手育成のための福祉
講座を開催し、福祉への醸成を図る
とともに、活動場所の提供を行い、
福祉教育の普及・啓発に取り組んで
行きたい。

引き続き、町内自治会、学校、
セーフティーウオッチャー等と連携
し、あいさつ運動の拡充を図るとと
もに、地域のイベントや広報媒体等
を通じて広報啓発を行い、あいさつ
運動が地域へ浸透するように取り組
んで行きたい。

〇
地域住民の参加による見守り・支え
合い

地区部会が町内自治会や民児協な
どと連携・協力して、独居高齢者や
高齢者世帯等に対し、日常的な声か
けやあんしんカードの配布等を行う
他、いきいきサロン参加の呼び掛け
などの機会を活用した見守り活動に
取り組みます。

地区部会が独居高齢者や高齢者世
帯などに対して、日常的な声かけや
携帯用のあんしんカードを配布する
とともに、町内自治会が独自に作成
したあんしんカードを配布するな
ど、継続的に見守り活動に取り組み
ました。

あいさつから始まる地域との関わり

町内自治会や学校、青少年育成委
員会、セーフティウォッチャーなど
が連携・協力し、登下校時に通学路
などで子どもたちへ挨拶をするとと
もに、防犯パトロールの際などに、
住民同士のあいさつが浸透するよう
努めます。

また、地域内小学校に依頼してあ
いさつ標語の作品募集を行い、結果
を東西社協まつりや広報紙、掲示板
などを活用して広めます。

近隣校（小中台小、小中台南小、
園生小、柏台小）の協力を得て、あ
いさつをテーマにした標語作品を募
集し、小中台西地区部会と共同開催
する「東西社協まつり」で優秀作品
の発表並びに表彰を行い、あいさつ
運動に取り組みました。

また、各小学校で民生委員と青少
年育成委員会が連携・協力して登下
校時のあいさつ運動に取り組みまし
た。

地区部会が町内自治会や民児協な
どと連携・協力して、独居高齢者や
高齢者世帯等に対し、日常的な声か
けやあんしんカードの配布等を行う
とともに、いきいきサロン参加の呼
び掛けなどの機会を活用した見守り
活動に取り組みます。

高齢化に伴う担い手不足の解消に
向け、活動が継続できるよう、地域
住民へ働きかけるとともに、町内自
治会や民児協などと連携・協力して
地域の実情に沿った活動が実施でき
るよう取り組んで行きたい。

稲毛区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和４年度）個票

小中台東地区部会

健康づくりや介護予防の普及・啓発

地域住民を対象とした福祉講座の
中で認知症に関する講座を開催する
他、いきいきサロンにおいて健康づ
くりや介護予防についての啓発を行
います。

また、開催地区部会や町内自治
会、民児協、スポーツ振興会がイベ
ント等を実施し、気軽に参加できる
健康づくりや運動の機会を増やしま
す。

地区部会があんしんケアセンター
や区健康課等と連携・協力し、高齢
者に対していきいきサロン（８か
所）などを実施し健康づくりや介護
予防の普及啓発に取り組みました。

19,750人・9291世帯

34町内自治会

〇

地域住民を対象とした福祉講座の
中で認知症に関する講座を開催する
他、いきいきサロンにおいて健康づ
くりや介護予防についての啓発を行
います。

また、開催地区部会や町内自治
会、民児協、スポーツ振興会がイベ
ント等を実施し、気軽に参加できる
健康づくりや運動の機会を増やしま
す。

コロナウイルスの影響により、活
動が一部実施できなかったことか
ら、地区部会が区健康課やあんしん
ケアセンターなどと活動方法の検討
や活動内容など、協議を行い、いき
いきサロンにおいて健康づくりや介
護予防の普及・啓発に取り組んで行
きたい。

〇

町内自治会や学校、青少年育成委
員会、セーフティウォッチャーなど
が連携・協力し、登下校時に通学路
などで子どもたちへ挨拶をするとと
もに、防犯パトロールの際などに、
住民同士のあいさつが浸透するよう
努めます。

また、地域内の小学校にあいさつ
標語の作品募集を依頼し、結果を東
西社協まつりや広報紙、掲示板など
を活用して広めます。

32.6%

稲毛の北西部に位置し、小
中台町、園生町の一部、宮野
木町の一部、長沼町の一部を
含む比較的広いエリア。

集合住宅、戸建てが混在し
ており、旧来からの集合住宅
は独居・高齢者世帯が増加
し、高齢化率も急速に進んで
いる。



地区部会エリア 基本方針（5期） 取組項目（4期） 令和４年度の目標又は予定（4期） 令和４年度の実績 達成状況 令和５年度の目標又は予定 今後の課題と方針

【人口・世帯数】

【町内自治会数】

【高齢化率】

【地域の特徴】

3　災害などに備えた安全・安心な
まちづくり

高齢化に伴う担い手不足の解消に
向け、活動が継続できるよう、担い
手を確保するため、地域住民へ働き
かける必要がある。

いざというときに必要な情報把握や
防災講座等の開催

地区部会が公民館と連携・協力し
て防災講座を継続実施すると共に、
町内自治会（自主防災組織）が防災
訓練や避難所開設訓練などを行う
中、より多くの地域住民に参加をし
てもらえるよう日程調整をするなど
し、防災に関する意識向上に取り組
みます。

地区部会が公民館と共催で地域で
の防災講座を企画するとともに、自
主防災組織での防災・避難訓練を実
施した。

また、町内自治会が避難行動要支
援者名簿の情報提供について千葉市
と協定を締結し、災害時に備え、必
要な情報把握に取り組みました。

〇

地区部会が公民館と連携・協力し
て防災に関する講座を実施し、より
多くの地域住民に参加をしてもらえ
るよう防災意識の向上に取り組みま
す。

また、地区部会が防災訓練や避難
所開設訓練などを行う町内自治会に
対し、支援体制の構築に努めます。

地域住民の参加による見守り・支え
合い

地区部会が町内自治会や民児協、
社会福祉施設などと連携・協力し、
防犯パトロールを活用した見守り活
動や、買い物が困難なひとり暮らし
高齢者を対象とした買い物支援サー
ビス「ドライブサロン」などの実施
に取り組むなど、外出困難な高齢者
を対象に、より丁寧な対応を進めま
す。

3町内自治会（山王町中央自治
会、山王町南自治会、長沼原台自治
会）が一人暮らし高齢者等に対して
安否確認等による見守り活動に取り
組みました。

また、地区部会が民児協や福祉施
設と連携・協力して、買い物が困難
な一人暮らし高齢者等を対象とした
「ドライブサロン」はコロナウイル
スの影響により実施には至りません
でした。

〇

地区部会が町内自治会や民児協、
社会福祉施設などと連携・協力し、
防犯パトロールを活用した見守り活
動に取り組みます。

また、民児協、福祉施設と連携・
協力して昨年未実施となっている買
い物支援サービス「ドライブサロ
ン」の再開に向け、協議を行いま
す。

地域のイベントなどを通じての地域
交流・多世代交流

地区部会や町内自治会、地域の各
種活動団体等が連携・協力し、夏ま
つりやお楽しみ会など幅広い世代が
参加交流できる場づくりに取り組む
とともに、各イベントにおいて子育
てサロンへの参加を促し、子育て世
代との地域交流を進めます。

地区部会が町内自治会や地域の関
係団体と連携・協力して、いきいき
サロン（5会場）、夏祭りや敬老
会、地域の合同運動会などのイベン
トを実施し、多くの地域住民の参
加・交流の場づくりに取り組みまし
た。 〇

地区部会を中心に防災訓練や避難
訓練などの機会を活用し、住民に対
して災害時に備えた危機意識向上に
取り組むとともに、町内自治会と連
携が図れるよう体制の構築に取り組
んで行きたい。

セーフティウォッチャー、学校と
更なる連携を進め、あいさつ運動を
更に推進するため、青少年育成委員
会や町内自治会、地区部会などとの
協力体制づくりを進めます。

継続して、児童・生徒への登下校
時や防犯パトロール時のあいさつ運
動を行うため、青少年育成委員会や
町内自治会などの関係団体と連携を
図るとともに、活動を通じて、住民
同士のあいさつ運動の浸透に取り組
んで行きたい。16,798人・4,886世帯

11町内自治会

地区部会が小学校のセーフティ
ウォッチャーと連携し、登校時にあ
いさつ運動を継続実施している他、
6年生を送る会開催時に安全講習会
を行い、あいさつ運動について情報
共有し、町内自治会に協力要請を行
いました。

２　互いを知り、活かし、支え合
い、助け合う、地域づくり

地区部会や町内自治会、地域の各
種活動団体等が連携・協力し、夏ま
つりやお楽しみ会など幅広い世代が
参加交流できる場づくりに取り組み
ます。

引き続き、既存の地域活動を継続
するため、各種活動団体が、相互に
連携・協力し、開催内容を充実させ
るなど、幅広い世代が参加・交流で
きる場づくりに取り組んで行きた
い。

32.2%

稲毛区の北部に位置し、四
街道市が隣接する、旧来から
の戸建て住宅が立ち並び、区
内でも高齢化率が高いエリ
ア。

エリア内には、大型の複合
施設や総合病院、県道沿いに
店舗が点在している。

外出の際、公共交通機関の
利用はJRの各駅までは距離が
あるため、バスが中心とな
る。

地域で活動している人・組織同士の
連携・協力

地区部会や町内自治会、民児協、
学校、公民館などがイベントや地域
活動の際に情報共有を行い、相互の
連携・協力体制づくりに努めます。
特に、あいさつ運動を中心に青少年
育成委員会とも連携して通学の安全
を図っていきます。

地区部会や町内自治会、民児協、
学校、公民館などが連携・協力し、
各種会議や情報交換会を通じて情報
を共有するとともに、地域イベント
や防災講座、あいさつ運動など相互
に連携・協力して活動の場づくりに
取り組みました。 〇

地区部会や町内自治会、民児協、
学校、公民館などがイベントや地域
活動の際に情報共有を行い、相互の
連携・協力体制づくりに取り組みま
す。

町内自治会、民児協、学校など地
域の関係団体が実施する会議等へ参
加し、情報共有を図りながら連携・
協力体制の構築に努めていきたい。

稲毛区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和４年度）個票

山王地区部会

あいさつから始まる地域との関わり

セーフティウォッチャー、学校と
更なる連携を進め、あいさつ運動を
更に推進するため、青少年育成委員
会や町内自治会、地区部会などとの
協力体制づくりを進めます。

〇



地区部会エリア 基本方針（5期） 取組項目（4期） 令和４年度の目標又は予定（4期） 令和４年度の実績 達成状況 令和５年度の目標又は予定 今後の課題と方針

【人口・世帯数】

【町内自治会数】

【高齢化率】

【地域の特徴】

活動が一部実施できなかったこと
から、活動再開に向け、地区部会が
区健康課やあんしんケアセンターな
どと活動方法の検討や活動内容な
ど、協議を行い、いきいきサロンに
おいて健康づくりや介護予防の普
及・啓発に取り組んで行きたい。〇

高齢化に伴う担い手不足の解消に
向け、活動が継続できるよう、地域
住民へ働きかけるとともに、町内自
治会、民児協、学校など地域の関係
団体が実施する会議等へ参加し、情
報共有を図りながら連携・協力体制
の構築に努めていきたい。

23.2%

稲毛区の南東に位置する、
轟町・穴川・穴川町で構成さ
れ、新旧の戸建て、集合住宅
が混在しているエリア。

公共交通機関の利便性も比
較的高くエリア内には商業施
設の巡回バスやタウンバスも
運行している。

教育施設（大学）も多く存
在し、文教のまちの呼称でも
親しまれ、公共機関（教育施
設、行政施設等）を内包す
る。

いざというときに必要な情報把握や
防災講座等の開催

地区部会が公民館と連携・協力し
て防災講座を継続実施すると共に、
町内自治会（自主防災組織）が防災
訓練や避難所開設訓練などを行い、
防災に関する意識向上に取り組みま
す。

町内自治会（自主防災組織）が災
害時に備え、必要な情報把握に取り
組むとともに、防災・避難訓練を実
施しました。

〇

地区部会が、町内自治会、民児協
と連携し、平常時から災害時要支援
者の把握をするなど、災害時に迅速
な支援ができるよう支援体制づくり
に努めます。

引き続き、町内自治会自主防災組
織を中心に、地域住民に対して災害
時に備えた支援体制の構築に取り組
む必要がある。

また、防災に関連する講座の開催
や防災訓練、避難所開設訓練などを
行い、防災に関する意識向上に取り
組んでいきたい。

２　互いを知り、活かし、支え合
い、助け合う、地域づくり

地域で活動している人・組織同士の
連携・協力

地区部会や町内自治会、老人クラ
ブなど各種活動団体が、地域のイベ
ントなどを実施する際、相互に連
携・協力し、地域活動に取り組みま
す。

地区部会が、町内自治会、民児協
が連携・協力して地域内８カ所で敬
老会を実施した他、地域内の福祉施
設からの協力も得るなど協力体制の
構築に努めました。

〇

稲毛区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和４年度）個票

地区部会や町内自治会、老人クラ
ブなど各種活動団体が、地域のイベ
ントなどを実施する際、相互に連
携・協力し、地域活動に取り組みま
す。

３　災害などに備えた安全・安心な
まちづくり

11,295人・5,927世帯

15町内自治会

轟・穴川地区部会

１　みんなの様々な居場所と健康づ
くり

健康づくりや介護予防の普及・啓発

地区部会が町内自治会やあんしん
ケアセンター等と連携・協力し、高
齢者に対していきいきサロンを実施
するなど、健康づくりや介護予防の
普及・啓発に取り組みます。

地区部会が区健康課などと協力し
地域の高齢者を対象としたいきいき
サロン（5か所）において健康体操
や健康相談などを実施しました。

なお、コロナウイルスの影響によ
り、6か所のサロンが休止となりま
した。

引き続き関係団体・機関と連携を
図り、高齢者を対象としたいきいき
サロンを実施するなど、健康づくり
や介護予防の普及・啓発に取り組み
ます。

また、昨年度休止していたサロン
については関係者間で実施方法など
協議を行い、活動再開に向けて取り
組みます。



地区部会エリア 基本方針（5期） 取組項目（4期） 令和４年度の目標又は予定（4期） 令和４年度の実績 達成状況 令和５年度の目標又は予定 今後の課題と方針

【人口・世帯数】

【町内自治会数】

【高齢化率】

【地域の特徴】

２　互いを知り、活かし、支え合
い、助け合う、地域づくり

〇

地区部会や町内自治会、スポー
ツ振興会、青少年育成委員会など
が、地域のイベント（敬老会やふ
れあい広場など）を実施する際、
相互に連携・協力し、地域活動に
取り組みます。

高齢化に伴う担い手不足の解消
に向け、活動が継続できるよう、
地域住民へ働きかけるとともに、
町内自治会、民児協、学校など地
域の関係団体が実施する会議等へ
参加し、情報共有を図りながら連
携・協力体制の構築に努めていき
たい。

地域住民の参加による見守り・支え
合い

地区部会が町内自治会や民児協な
どと連携・協力して地域内のニーズ
を把握することに努め、見守り、支
え合い活動の必要性について協議し
ます。

地区部会が民児協や町内自治会と
協力し、いきいきサロンを通じて、
参加者への声かけによる見守り活動
に取り組みました。

〇

地区部会が町内自治会や民児協
などと連携・協力して地域内の
ニーズを把握することに努め、見
守り、支え合い活動の必要性につ
いて協議します。

高齢化に伴う担い手不足の解消
に向け、活動が継続できるよう、
地域住民へ働きかけるとともに、
町内自治会や民児協などと連携・
協力して地域の実情に沿った活動
が実施できるよう取り組んで行き
たい。

コロナウイルスの影響により、地
域イベントが中止となる中、地区部
会や町内自治会、民児協、スポーツ
振興会、青少年育成委員会などが相
互に会議等へ参加し、情報共有を図
りながら連携・協力体制の構築に努
めました。

地区部会が区健康課やあんしん
ケアセンターなどと連携・協力
し、いきいきサロンの内容につい
て参加者のニーズを把握して実施
するとともに、介護予防に関する
情報を共有し、健康づくりや介護
予防の普及・啓発に取り組んで行
きたい。

32.2%

稲毛区の最南に位置し、JR
稲毛駅と国道の間に新・旧の
戸建て住宅が立ち並ぶ高齢化
率が比較的高いエリア。

旧来からの戸建てが集中す
る場所は向こう三軒両隣の風
習が残っていることから、地
域の繋がりは強い。　

移動の際の主な公共交通機
関として京成線・バスの利用
が可能となるが、バスルート
は浅間通りに限定される。

また、商業施設はJR稲毛駅
周辺に集中していることか
ら、自前の移動手段を保有し
ない高齢者の利便性は低い。

地域のイベントなどを通じての地域
交流・多世代交流

地区部会や町内自治会、スポーツ
振興会など各種活動団体や学校、幼
稚園、保育園などが連携・協力して
敬老会やふれあい広場などを企画実
施し、幅広い世代が交流できる場づ
くりに取り組みます。

コロナウイルスの影響により、地
区部会が町内自治会、各種活動団体
及び近隣の小・中学校と連携・協力
して敬老会や、中学校の生徒を対象
に子育て中の親子との交流を図るふ
れあい学習は中止となったが、関係
者間で開催に向けて協議を行いまし
た。

〇

地区部会や町内自治会、スポー
ツ振興会など各種活動団体や学
校、幼稚園、保育園などが連携・
協力して敬老会やふれあい広場な
どを企画実施し、幅広い世代が交
流できる場づくりに取り組みま
す。

敬老会など、休止となっている
地域イベントの再開に向け、各種
活動団体が、相互に連携・協力
し、開催内容・方法などについて
協議を行い、幅広い世代が参加・
交流できる場づくりに取り組んで
行きたい。

地域で活動している人・組織同士の
連携・協力

健康づくりや介護予防の普及・啓発

地区部会が区健康課やあんしんケ
アセンターなどと連携・協力し、い
きいきサロンや散歩クラブを実施
し、健康体操や健康相談を行うな
ど、健康づくりや介護予防の普及・
啓発に取り組みます。

地区部会が区健康課やあんしんケ
アセンターなどと連携・協力して、
高齢者を対象とした「にこにこ体
操」やイベント的に散歩クラブを開
催するなど、健康体操や健康相談を
通じて、健康づくりや介護予防の普
及啓発に取り組みました。 〇

地区部会が区健康課やあんしん
ケアセンターなどと連携・協力
し、いきいきサロンや散歩クラブ
を実施し、健康体操や健康相談を
行うなど、健康づくりや介護予防
の普及・啓発に取り組みます。

地区部会や町内自治会、スポーツ
振興会、青少年育成委員会などが、
地域のイベント（敬老会やふれあい
広場など）を実施する際、相互に連
携・協力し、地域活動に取り組みま
す。

〇

地区部会が公民館や社会福祉施
設などと連携・協力し、いきいき
サロンや子育てサロンを実施し、
住民同士が気軽に集える居場所づ
くりの充実に取り組みます。

高齢化に伴う担い手不足の解消
に向け、活動が継続できるよう、
地域住民へ働きかけるとともに、
町内自治会や民児協などと連携・
協力して地域の実情に沿った活動
が実施できるよう取り組んで行き
たい。12,387人・6,095世帯

11町内自治会

稲毛区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和４年度）個票

稲毛地区部会

公共施設や空き店舗などを活用した
身近な居場所づくり

地区部会が公民館や社会福祉施設
などと連携・協力し、いきいきサロ
ンや子育てサロンを実施し、住民同
士が気軽に集える居場所づくりの充
実に取り組みます。

地区部会が公民館や福祉施設と連
携・協力し、いきいきサロン（２ヶ
所）、子育てサロン（１か所）を実
施し、住民同士が身近なところで気
軽に集える居場所づくりに取り組み
ました。

１　みんなの様々な居場所と健康づ
くり



地区部会エリア 基本方針（5期） 取組項目（4期） 令和４年度の目標又は予定（4期） 令和４年度の実績 達成状況 令和５年度の目標又は予定 今後の課題と方針

【人口・世帯数】

【町内自治会数】

【高齢化率】

【地域の特徴】

地区部会が町内自治会や民児協等
と連携・協力し、町内自治会館等に
おいて、いきいきサロンや子育てサ
ロンを実施するなど、引き続き住民
同士が集える居場所づくりに取り組
みます。

健康づくりや介護予防の普及・啓発

地区部会が、あんしんケアセン
ターや区健康課等と連携協力し、高
齢者に対していきいきサロンを実施
するなど、健康づくりや介護予防の
普及啓発に取り組みます。

地区部会が区健康課やあんしんケ
アセンターと連携・協力し、いきい
きサロン（7ヶ所 95回）や早朝ラ
ジオ体操を実施すなど、高齢者に対
して健康づくりや介護予防に取り組
みました。

〇

地区部会が、あんしんケアセン
ターや区健康課等と連携協力し、高
齢者に対していきいきサロンを実施
するなど、引き続き健康づくりや介
護予防の普及啓発に取り組みます。

公共施設や空き店舗などを活用した
身近な居場所づくり

地区部会が町内自治会や民児協等
と連携・協力し、町内自治会館にお
いて、いきいきサロンや子育てサロ
ンを実施するなど、住民同士が集え
る居場所づくりに取り組みます。

地区部会と、町内自治会が連携・
協力し、町内自治会館などにおい
て、いきいきサロン（7ヶ所 95
回）や子育てサロン（1ヶ所 5回）
を実施し、住民同士が気軽に集える
居場所づくりに取り組みました。

〇

地区部会と町内自治会が相互に連
携・協力し、一人暮らし高齢者等に
対して、訪問やいきいきサロン等の
機会を通じて声かけ、常任理事会に
て情報共有を行うなど、住民同士の
見守り活動に取り組みました。

〇

地区部会が町内自治会や民児協な
どと連携・協力し、一人暮らし高齢
者等に対して、引き続き、いきいき
サロンやふれあい食事サービスなど
を通じて声かけによる安否確認を行
うなど、見守り活動に取り組みま
す。

地域のイベントなどを通じての地域
交流・多世代交流

地区部会や町内自治会、スポーツ
振興会などが連携・協力し、イベン
ト（敬老会、地区運動会、正月行事
など）を企画実施し、住民同士が交
流できる場づくり取り組みます。

地区部会が各町内自治会主催の敬
老会の支援や、スポーツ振興会と連
携し、三色対抗運動会などのイベン
トを企画・実施するなど、多くの地
域住民が参加交流できる場づくりに
取り組みました。

〇

地区部会が町内自治会や地域の関
係団体と連携しながら、状況に応じ
て企画・検討を行いながら、住民同
士が交流できるイベント等の開催に
向け取り組みます。

一部の町内自治会が日々の防犯パ
トロールの他、夏休み期間中に、育
成委員会、PTAが防犯パトロールを
実施するなど、地域内の防犯活動に
取り組みました。

また、警察と連携して、住民に対
し防犯に関するチラシを配布して、
防犯意識の向上に努めました。

〇

各町内自治会が警察と連携し、地
域住民の防犯意識を高めるために防
犯パトロールを行うなど、引き続
き、住民同士の防犯活動に取り組み
ます。

地域の情報の収集と発信

地区部会が町内自治会、民児協、
関係機関等と連携協力して会議等に
相互に参加し、情報を共有するとと
もに、広報紙等により地域の活動の
情報発信に取り組みます。

地区部会と町内自治会、民児協、
関係機関等が連携・協力することに
より、会議等へ相互に参加し、情報
共有を行うとともに、地域住民に対
して、地区部会だよりや町内自治会
の広報紙などにより、地域活動の情
報発信に取り組みました。

〇

地域の団体・関係機関が相互に会
議等へ参加し、情報共有を行い、地
域住民に対し地域活動等の情報発信
に取り組みます。

いざというときに必要な情報把握や
防災講座等の開催

町内自治会自主防災組織が地域住
民に対して、災害時に備えて防災訓
練や避難訓練を実施するなど、平常
時からの防災への意識の向上に努め
ます。

各町内自治会において、地域住民
を対象とした防災訓練を実施すると
ともに、非常食の試食会を実施する
など、住民一人ひとりの防災意識の
向上に取り組みました。 〇

地区部会が町内自治会自主防災会
などと連携・協力し、避難所開設訓
練等や講座を実施するなど、地域住
民に対して災害時に備えた防災に関
する意識の向上に取り組みます。

稲毛区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和４年度）個票

1 みんなの様々な居場所と健康づ
くり

2 互いを知り、活かし、支え合
い、助け合う、地域づくり

3 災害などに備えた安全・安心な
まちづくり

稲丘地区部会

12,245人・5,731世帯

７町内自治会

23.4%

JR稲毛駅前付近は高層大規
模な集合住宅が林立し、若い
世代が集中して、戸建て住民
を牽引する形で地域意識が好
い町作りの方向に変容しつつ
ある。

集合住宅と戸建住宅が混在
する稲毛の台地部で、快速の
停車駅JR稲毛駅と、京成稲毛
駅はバスの利用なしで行け
る。 

エリアは７つの自治会から
成るが、JR稲毛駅至近に建つ
1マンション区（＊）が小学
校区は稲丘小、地区部会は小
中台西エリアに属し、双方の
地区部会活動に関わってい
る。

地域住民を地域で守る取組み

町内自治会等が警察と連携し、地
域住民の防犯意識を高めるために防
犯パトロールを行うなど、住民同士
の防犯活動に取り組みます。

地域住民の参加による見守り・支え
合い

地区部会が町内自治会や民児協な
どと連携・協力し、一人暮らし高齢
者等に対して、いきいきサロンやふ
れあい食事サービスなどを通じて声
かけによる安否確認を行うなど、見
守り活動に取り組みます。

各団体が、相互に連携・協力して
情報を共有し、地域住民に対して広
報紙等により必要とされる情報の発
信に取り組むとともに、地区部会が
関係団体と連携・協力して会議等に
相互に参加し、情報共有を行うとと
もに、地域住民に対して、地区部会
だよりや町内自治会の広報紙などに
より、地域活動の情報発信に取り組
んでいきたい。

町内自治会を中心に防災訓練や避
難訓練などの機会を活用し、住民に
対して災害時に備えた危機意識向上
に取り組むとともに、防災に関する
講座を開催し、意識の向上に取り組
んでいきたい。

地区部会が町内自治会や民児協、
育成委員会、警察などと連携し、防
犯パトロールや防犯に関する講座を
実施して、地域住民の防犯意識を高
めるためるとともに、住民同士の防
犯活動に取り組んでいきたい。

コロナウイルスの影響により、休
止期間が長期化したことで、担い手
の意欲が低下し、活動再開の妨げに
なっていることから、コロナ以前の
状態に戻せるよう、実施方法の検討
や新たな人材の発掘・育成に取り組
んで行きたい。

コロナウイルスの影響により、活
動が一部実施できなかったことか
ら、地区部会が区健康課やあんしん
ケアセンターなどと活動方法の検討
や活動内容など、協議を行い、いき
いきサロンにおいて健康づくりや介
護予防の普及・啓発に取り組んで行
きたい。

コロナウイルスの影響により、休
止となっている地域イベントの再開
に向け、各種活動団体が、相互に連
携・協力し、開催内容・方法などに
ついて協議を行い、幅広い世代が参
加・交流できる場づくりに取り組ん
で行きたい。

高齢化に伴う担い手不足の解消に
向け、活動が継続できるよう、地域
住民へ働きかけるとともに、町内自
治会や民児協などと連携・協力して
地域の実情に沿った活動が実施でき
るよう取り組んで行きたい。



基本方針（5期） 取組項目（4期） 令和４年度の目標又は予定（4期） 令和４年度の実績 達成状況 令和５年度の目標又は予定 今後の課題と方針

地区部会や町内自治会、民児協、
スポーツ振興会などが秋祭りや敬老
会、地区運動会などを相互に連携・
協力して、幅広い世代の参加・交流
の場づくりに取り組みました。

〇

地区部会が町内自治会、スポーツ
振興会などが連携・協力し、イベン
ト（秋祭りや敬老会、地区運動会な
ど）を企画実施し、幅広い世代層が
交流できる場づくりに取り組みま
す。

引き続き、既存の地域活動を継続
するため、各種活動団体が、相互に
連携・協力し、開催内容を充実させ
るなど、幅広い世代が参加・交流で
きる場づくりに取り組んで行きた
い。

３ 災害などに備えた安全・安心な
まちづくり

いざというときに必要な情報把握や
防災講座等の開催

町内自治会が地域住民に対して避
難訓練等を行うなど、平常時から災
害時に備えた支援体制づくりに努め
ます。

各町内自治会（自主防災組織）で
独自に防災訓練や避難訓練を実施
し、災害時の支援体制づくりに取り
組みました。

〇

地区部会が、町内自治会、民児協
と連携し、平常時から災害時要支援
者の把握をするなど、災害時に迅速
な支援ができるよう支援体制づくり
に努めます。

地区部会を中心に防災訓練や避難
訓練などの機会を活用し、住民に対
して災害時に備えた危機意識向上に
取り組むとともに、町内自治会と連
携が図れるよう体制の構築に取り組
んで行きたい。

地区部会や町内自治会、民児協、
スポーツ振興会などが、イベントな
どを実施する際、相互に連携・協力
し、地域活動に取り組みます。

地区部会や町内自治会、民児協、
スポーツ振興会などが秋祭りや敬老
会を連携・協力して、幅広い世代の
参加・交流の場づくりに取り組みま
した。

〇

地区部会や町内自治会、民児協、
学校、公民館などがイベントや地域
活動の際に情報共有を行い、相互の
連携・協力体制づくりに取り組みま
す。

町内自治会、民児協、学校など地
域の関係団体が実施する会議等へ参
加し、情報共有を図りながら連携・
協力体制の構築に取り組んで行きた
い。

地区部会が区健康課やあんしんケ
アセンター、シニアリーダー等と連
携・協力し、高齢者に対していきい
きサロン（3か所）やシニアリーダー
体操（1か所）、グラウンドゴルフ大
会、認知症声かけ訓練を実施するな
ど、健康づくりや介護予防の普及・
啓発に取り組みました。

〇

地区部会が町内自治会やあんしん
ケアセンター、区健康課等と連携・
協力し、高齢者等に対していきいき
サロンなどを実施し、健康づくりや
介護予防の普及啓発に取り組みま
す。

高齢化に伴う担い手不足の解消に
向け、活動が継続できるよう、担い
手を確保するため、地域住民へ働き
かける必要がある。【人口・世帯数】

7,523人・4,806世帯

町内自治会数

8町内自治会

２　互いを知り、活かし、支え合
い、助け合う、地域づくり

地域のイベントなどを通じての地域
交流・多世代交流

高齢化率

34.5%

地域の特徴

　2,000世帯から成る千草台
団地を中心に新旧の戸建
て、マンションが立ち並ぶ
全8町内自治会で構成されて
いるエリア。
　バスが主な移動手段とな
り、JR稲毛駅、千葉駅、西
千葉駅の利用が可能。
　駅までは距離があるが千
葉都市モノレールも2駅が利
用可能。
　また、エリア内には生鮮
食料品を扱う店舗は千草台
団地内の1店舗。
　前記の千草台団地の高齢
化率は47%で稲毛区でも2番
目に高く、エリア全体でも
比較的高い数値となってい
る。

地域で活動している人・組織同士の
連携・協力

地区部会が町内自治会、スポーツ
振興会などが連携・協力し、イベン
ト（秋祭りや敬老会、地区運動会な
ど）を企画実施し、幅広い世代層が
交流できる場づくりに取り組みま
す。

稲毛区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和４年度）個票

地区部会エリア

千草台中学校地区部会

１ みんなの様々な居場所と健康づ
くり

健康づくりや介護予防の普及・啓発

地区部会が町内自治会やあんしん
ケアセンター、区健康課等と連携・
協力し、高齢者等に対していきいき
サロンなどを実施し、健康づくりや
介護予防の普及啓発に取り組みま
す。



地区部会エリア 基本方針（5期） 取組項目（4期） 令和４年度の目標又は予定（4期） 令和４年度の実績 達成状況 令和５年度の目標又は予定 今後の課題と方針

【人口・世帯数】

【町内自治会数】

【高齢化率】

【地域の特徴】

２　互いを知り、活かし、支え合
い、助け合う、地域づくり

３　災害などに備えた安全・安心な
まちづくり

いざというときに必要な情報把握や
防災講座等の開催

地区部会や町内自治会、民児協な
どが千葉市と連携協力し、地域住民
に対して災害時に備えて防災訓練や
防災講座などを実施するなど、防災
意識の向上に努めます。

町内自治会（自主防災）が地域住
民に対して防災訓練や避難訓練を実
施するなど、住民一人ひとりの災害
時に備えた危機意識の向上に取り組
みました。

また、避難所運営委員会が区地域
振興課と協力して、宿泊を兼ねた防
災訓練を行うなど、防災意識の向上
に取り組みました。

町内自治会を中心に防災訓練や避
難訓練などの機会を活用し、住民に
対して災害時に備えた危機意識向上
に取り組むとともに、防災に関する
講座を開催し、意識の向上に取り組
んでいきたい。

地域住民の参加による見守り・支え
合い

地区部会や町内自治会、民児協、
ＵＲなどが連携・協力し、一人暮ら
し高齢者等に対し、「安心登録カー
ド」や「緊急医療情報キット」など
による住民同士の見守り活動に取り
組みます。

町内自治会や民児協、ＵＲなどが
連携・協力し、一人暮らし高齢者等
に対して「あんしん登録カード」や
「緊急医療情報キット」を継続して
配布するなど、地域住民による見守
り活動に取り組みました。

また、いきいきサロン参加者への
呼びかけ等を介して、高齢者への見
守りに取り組みました。

〇

地区部会や町内自治会、民児協、
ＵＲなどが連携・協力し、一人暮ら
し高齢者等に対して既存の活動を行
う他、高齢者を対象とした支え合い
活動の実施に向け、関係者と協議を
行います。

高齢化に伴う担い手不足の解消に
向け、活動が継続できるよう、地域
住民へ働きかけるとともに、町内自
治会や民児協などと連携・協力し
て、地域の実情に沿った支え合い活
動の実施に向け取り組んで行きた
い。

コロナウイルスの影響により、活
動が一部実施できなかったことか
ら、地区部会が区健康課やあんしん
ケアセンターなどと活動方法につい
て検討を行い、いきいきサロン等に
おいて健康づくりや介護予防の普
及・啓発に取り組んで行きたい。

35.9%

京葉道路の一部、穴川イン
ターチェンジの一部をエリア
に含み、概ねエリアの中央を
走る国道16号線を境に東西へ
またがり、地域には古くから
の戸建て、アパート群の中に
新設のマンションが建設さ
れ、新旧住民が混在してい
る。エリア内で一番世帯数の
多いあやめ台団地は高齢化が
急速に進行しており、住民の
半数近くは高齢者となってい
る。

地域のイベントなどを通じての地域
交流・多世代交流

町内自治会やスポーツ振興会、青
少年育成委員会などが連携協力し、
イベント（夏祭りやラジオ体操、敬
老会、地区運動会など）を企画実施
するなど、幅広い世代が交流できる
場づくり取り組みます。

一部の町内自治会がスポーツ振興
会や青少年育成委員会、子ども会と
連携・協力し、夏祭りや夕涼み会、
ラジオ体操、敬老会、防災訓練など
を継続して企画実施し、幅広い世代
が参加交流できる場づくりに取り組
みました。

〇

町内自治会やスポーツ振興会、青
少年育成委員会などが連携協力し、
イベント（夏祭りやラジオ体操、敬
老会、地区運動会など）を企画実施
するなど、幅広い世代が交流できる
場づくり取り組みます。

コロナウイルスの影響により、休
止となっていたイベントの再開と併
せ、既存の地域活動を継続するた
め、各種活動団体が、相互に連携・
協力し、開催内容を充実させるな
ど、幅広い世代が参加・交流できる
場づくりに取り組んで行きたい。

健康づくりや介護予防の普及・啓発

地区部会があんしんケアセンター
や区健康課と連携・協力し、いきい
きサロンや散歩クラブなどを実施
し、健康づくりや介護予防の普及啓
発に取り組みます。

地区部会が町内自治会や民児協、
区健康課やあんしんケアセンターな
どとなどと連携・協力し、高齢者等
に対していきいきサロンや散歩クラ
ブを継続して実施するとともに、健
康講座や認知症サポーター養成講座
などを実施して、健康づくりや介護
予防の啓発に取り組みました。

〇

地区部会があんしんケアセンター
や区健康課と連携・協力し、いきい
きサロンや散歩クラブなどを実施
し、健康づくりや介護予防の普及啓
発に取り組みます。

〇

地区部会や町内自治会、民児協な
どが千葉市と連携協力し、地域住民
に対して災害時に備えて防災訓練や
防災講座などを実施するなど、防災
意識の向上に努めます。

〇

地区部会が町内自治会や民児協等
と連携・協力し、町内自治会館や集
会所などにおいて、いきいきサロン
や子育てサロン、地域カフェを実施
するなど、住民同士が集える居場所
づくりに取り組みます。

コロナウイルスの影響により、活
動が一部実施できなかったことか
ら、活動再開に向け、町内自治会や
民児協などと連携・協力して地域の
実情に沿った活動が実施できるよう
取り組んで行きたい。

13,591人・6,819世帯

21町内自治会

地区部会が町内自治会や民児協な
どと連携・協力し、高齢者等に対し
ていきいきサロン(12会場）や若い
世代に対して子育てサロン（１会
場）を継続して実施するとともに、
幅広い世代が気軽に集える地域カ
フェを開設するなど、身近な居場所
づくりに取り組みました。

稲毛区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和４年度）個票

草野地区部会

１　みんなの様々な居場所と健康づ
くり

公共施設や空き店舗などを活用した
身近な居場所づくり

地区部会が町内自治会や民児協等
と連携・協力し、町内自治会館や集
会所などにおいて、いきいきサロン
や子育てサロン、地域カフェを実施
するなど、住民同士が集える居場所
づくりに取り組みます。



地区部会エリア 基本方針（5期） 取組項目（4期） 令和４年度の目標又は予定（4期） 令和４年度の実績 達成状況 令和５年度の目標又は予定 今後の課題と方針

【人口・世帯数】

【町内自治会数】

【高齢化率】

【地域の特徴】

地区部会が学校やセーフティ
ウォッチャー、町内自治会などと連
携・協力し、学校周辺及び通学路に
おいてあいさつ運動を実施するとと
もに、防犯パトロールによる声かけ
を行うなど、地域内のあいさつ運動
の浸透に努めます。

継続して、児童・生徒への登下校
時や防犯パトロール時のあいさつ運
動を行うため、セーフティーウオッ
チャーや町内自治会などの関係団体
と連携を図るとともに、活動を通じ
て、住民同士のあいさつ運動の浸透
に取り組んで行きたい。16,833人・8,173世帯

28町内自治会

稲毛区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和４年度）個票

緑が丘地区部会

あいさつから始まる地域との関わり

地区部会が学校やセーフティ
ウォッチャー、町内自治会などと連
携協力し、学校周辺及び通学路にお
いてあいさつ運動を実施するととも
に、防犯パトロールによる声かけを
行うなど、地域内のあいさつ運動の
浸透に努めます。 〇

町内自治会や老人会が地域の防犯
パトロールや、セーフティウォッ
チャーによる、宮野木小の登下校時
の声掛けを行うなど、地域内のあい
さつ運動に取り組みました。

２　互いを知り、活かし、支え合
い、助け合う、地域づくり

高齢化に伴う担い手不足の解消に
向け、既存の活動が継続できるよ
う、地域住民へ働きかけるととも
に、町内自治会、民児協、学校など
地域の関係団体が実施する会議等へ
参加し、情報共有を図りながら連
携・協力体制の構築に努めていきた
い。

36.5%

地域住民の参加による見守り・支え
合い

地区部会が町内自治会や民児協等
と連携・協力して、高齢者等に対し
て日常的な声かけなどによる見守り
活動やゴミ出し等、住民同士の支え
合い活動に取り組みます。

また、「お互い地域で支え合うこ
とで孤独死を防ごう」をテーマとし
た講演会を開催し、地域での見守
り・支え合い活動の啓発に取り組み
ます。

地区部会が民児協、町内自治会と
連携・協力し、地域の高齢者に対し
て、見守りや支え合いに関する講座
地区連協共催）を開催し、意見交換
や情報共有に取り組みました。

また、一部の町内自治会におい
て、単身・高齢者世帯に対しゴミ出
し支援や見守り活動を行うなど、住
民同士の支え合い活動に取り組みま
した。

柏台、長沼町の一部、宮野
木町の一部、園生町の一部、
あやめ台の一部をエリアとし
ている。あやめ台団地内の一
街区、二街区はあやめ台小学
区、三街区は柏台小学校区
と、団地内で学区が分かれて
おり、旧来からの住民と、最
近立ち始めた戸建て住宅に転
入してくる新しい方が混在し
ている。

〇

地区部会が町内自治会や民児協等
と連携・協力して、高齢者等に対し
て日常的な声かけなどによる見守り
活動やゴミ出し等、住民同士の見守
り・支え合い活動の拡充に取り組み
ます。
　

高齢化に伴う担い手不足の解消に
向け、活動が継続できるよう、地域
住民へ働きかけるとともに、町内自
治会や民児協などと連携・協力して
地域の実情に沿った活動が実施でき
るよう取り組んで行きたい。

地域で活動している人・組織同士の
連携・協力

地区部会や町内自治会、民児協、
青少年育成委員会、スポーツ振興会
等がイベント（緑ンピックなど）や
交流会（民児協と子どもルーム交流
など）の実施の際に相互に連携・協
力し、地域活動に取り組みます。

地区部会をはじめ町内自治会や民
児協、青少年育成委員会、スポーツ
振興会が、緑ンピック等のイベント
や、民児協と子どもルームが行う交
流会おいて、相互に連携・協力して
取り組みました。 〇

地区部会や町内自治会、民児協、
青少年育成委員会、スポーツ振興会
等がイベント（緑ンピックなど）や
交流会（民児協と子どもルーム交流
など）の実施の際に相互に連携・協
力し、地域活動に取り組みます。



基本方針（5期） 取組項目（4期） 令和４年度の目標又は予定（4期） 令和４年度の実績 達成状況 令和５年度の目標又は予定 今後の課題と方針地区部会エリア

稲毛区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和４年度）個票

301（作草部・天台）地区部会

【人口・世帯数】

町内自治会数

地域のイベントなどを通じての地域
交流・多世代交流12,441人・5318世帯

地区部会や町内自治会、スポーツ
振興会などが連携・協力して、「社
協まつり（敬老会）」や「夏休みラ
ジオ体操大納会」等を実施し、住民
同士が交流できる場づくりに取り組
みます。

2　互いを知り、活かし、支え合
い、助け合う、地域づくり

3 災害などに備えた安全・安心な
まちづくり

29.8%

地域の特徴

高齢化に伴う担い手不足の解消に
向け、活動が継続できるよう、地域
住民へ働きかけるとともに、町内自
治会や民児協などと連携・協力して
地域の実情に沿った活動が実施でき
るよう取り組んで行きたい。

地域住民の参加による見守り・支え
合い

地区部会が町内自治会・民児協と
連携・協力し、高齢者等に対してゴ
ミ出しや買物のお手伝いなど、身近
な住民同士の支え合い活動に取り組
みます。

地区部会が町内自治会・民児協と
連携・協力して行う、「301地区支
え合いの会」において、高齢者等を
対象にゴミ出しや買物の手伝いの
他、多様なニーズに対応するなど、
住民同士の支え合い活動に取り組み
ました。

また、継続して2町内自治会にお
いて、「無事です」ステッカーを活
用した安否確認や、行事の参加者へ
声かけによる見守り活動に取り組み
ました。

〇

引き続き、地区部会が町内自治
会・民児協と連携・協力し、高齢者
等に対してゴミ出しや買物のお手伝
いなど、身近な住民同士の支え合い
活動に取り組んでいきたい。

稲毛区の南西に位置す
る、中央区と若葉区が隣接
する新旧の戸建て・集合住
宅が立ち並ぶエリア。

商業施設も充実してお
り、公共交通機関は千葉都
市モノレールやバスの利用
が可能で、利便性は高い。

旧来からの戸建て住宅で
は高齢化が進行し、独居・
高齢者世帯が増加してい
る。

16町内自治会

地域の情報の収集と発信

地区部会や町内自治会、民児協、
各種活動団体・関係機関が相互に会
議等に参加し、情報共有するととも
に、広報紙などを通じて地域住民に
活動等の情報発信に取り組みます。

コロナウイルスの影響により規模
を縮小して、地区部会や町内自治
会、民児協、各種活動団体・関係機
関が相互に会議等に参加し、情報共
有を行いました。

また、広報紙（9月、3月発行）な
どを通じて地域住民に地域活動等の
情報発信に取り組みました。

〇

高齢化率

新型コロナウイルスの状況を踏ま
え、工夫しながら「社協まつり（敬
老会）」や「夏休みラジオ体操大納
会」等、大人数での事業開催に向け
取り組んでいきたい。

コロナウイルスの影響により一部
の行事は実施に至らず苦慮している
ことから、コロナ以前の状況に戻す
ため、各種活動団体が、相互に連
携・協力し、開催内容・方法などに
ついて協議を行い、幅広い世代が参
加・交流できる場づくりに取り組ん
で行きたい。

〇

地区部会や町内自治会自主防災会
などが連携・協力し、避難所開設訓
練等や講座を実施するなど、地域住
民に対して災害時に備えた防災に関
する意識の向上に取り組みます。

地区部会や町内自治会自主防災
会などが連携・協力し、防災訓練や
避難訓練などの機会を活用し、住民
に対して災害時に備えた危機意識向
上に取り組むとともに、町内自治会
と更なる連携が図れるよう体制の構
築に取り組んで行きたい。

地域の団体・関係機関が相互に会
議等へ参加し、情報共有を行い、地
域住民に対し地域活動等の情報発信
に取り組んでいきたい。

地区部会が関係団体と連携・協力
して会議等に相互に参加し、情報共
有を行うとともに、地域住民に対し
て広報紙等により必要とされる情報
の発信に取り組んでいきたい。

いざというときに必要な情報把握や
防災講座等の開催

地区部会や町内自治会自主防災会
などが連携・協力し、避難所開設訓
練や防災講座等を実施するなど、地
域住民に対して災害時に備えた防災
に関する意識の向上に取り組みま
す。

地区部会や町内自治会自主防災会
などが連携・協力し、避難所運営委
員会の開催（７月）や避難所開設訓
練（８月）を実施するなど、地域住
民に対し防災に関する意識の向上に
取り組みました。

また、地区部会、避難所運営委員
会を対象として、有事の際に迅速な
対応が求められることから、赤十字
奉仕団を講師として、心肺蘇生と
AEDの使用について講習会を開催し
ました。

新型コロナウイルスの影響によ
り、「社協まつり（敬老会）」や
「ラジオ体操大納会」は休止となり
ましたが、代替事業として、都賀小
学校と連携し、高齢者へしおり
（1,200枚）や独居高齢者を対象に
クリスマスカード（500枚）を作
成・配布するなど、交流を図りまし
た。

〇



地区部会エリア 基本方針（5期） 取組項目（4期） 令和４年度の目標又は予定（4期） 令和４年度の実績 達成状況 令和５年度の目標又は予定 今後の課題と方針

【人口・世帯数】

【町内自治会数】

【高齢化率】

【地域の特徴】

　高齢化に伴う担い手不足の解消
に向け、活動が継続できるよう、
地域住民へ働きかけるとともに、
町内自治会や民児協などと連携・
協力して地域の実情に沿った活動
が実施できるよう取り組んで行き
たい。

22.1%

地域のイベントなどを通じての地
域交流・多世代交流

　地区部会が区健康課やあんしん
ケアセンターなどと連携・協力
し、いきいきサロンの内容につい
て参加者のニーズを把握して実施
するとともに、介護予防に関する
情報を共有し、健康づくりや介護
予防の普及・啓発に取り組んで行
きたい。

　引き続き、既存の地域活動を継
続するため、各種活動団体が、相
互に連携・協力し、開催内容を充
実させるなど、幅広い世代が参
加・交流できる場づくりに取り組
んで行きたい。

地区部会が主体となり幅広い世
代が参加できる「福祉バザー」を
実施する他、町内自治会、民児協
が連携・協力し、「納涼祭」「敬
老会」等を実施するなど、住民同
士が交流できる場づくりに取り組
みます。

町内自治会や青少年育成委員
会、民児協が連携・協力し、地域
全体で納涼祭（８月）や敬老会
（９月）、福祉バザー（11月）を
実施するほか、小学生との交流会
に参加するなど、住民同士が交流
できる場づくりに取り組みまし
た。

〇

地区部会が主体となり幅広い世
代が参加できる「福祉バザー」を
実施する他、町内自治会、民児協
が連携・協力し、「納涼祭」「敬
老会」等を実施するなど、住民同
士が交流できる場づくりに取り組
みます。

〇

　地区部会が区健康課やあんしん
ケアセンターと連携・協力し、高
齢者に対していきいきサロンや、
ふれあい食事サービスを実施し、
健康づくりや介護予防の普及啓発
に取り組みます。

引き続き、町内自治会、学校、
セーフティーウオッチャー等と連
携し、あいさつ運動の拡充を図る
とともに、地域のイベントや広報
媒体等を通じて広報啓発を行い、
あいさつ運動が地域へ浸透するよ
うに取り組んで行きたい。

〇

町内自治会や民児協、各種活動
団体が連携・協力して防犯活動協
力者を確保し、自転車に防犯ス
テッカーを掲示するなど、地域内
の防犯活動に取り組みます。

2　互いを知り、活かし、支え合
い、助け合う、地域づくり

あいさつから始まる地域との関わり

稲毛区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和４年度）個票

健康づくりや介護予防の普及・啓
発

地区部会が区健康課やあんしん
ケアセンターと連携・協力し、高
齢者に対していきいきサロンや、
ふれあい食事サービスを実施し、
健康づくりや介護予防の普及啓発
に取り組みます。

地区部会が区健康課やあんしん
ケアセンターと連携し、高齢者向
けにいきいきサロンを開催した
他、健康講座などにより健康づく
りや介護予防の普及・啓発に取り
組みました。

また、エリア内数か所の公園で
ラジオ体操を実施（３回）しまし
た。

緑・黒砂地区部会

9,261人・5,043世帯

７町内自治会

1　みんなの様々な居場所と健康づくり

学 校 （ セ ー フ テ ィ ウ ォ ッ
チャー）と各種関係団体が連携
し、一定期間に通学路や学校周
辺、地域内であいさつ運動を行
い、子どもから大人までが顔なじ
みになるよう関係づくりに取り組
みます。

町内自治会や学校（PTA）と連
携し、一定期間に、通学路や学校
周辺であいさつ運動を行うととも
に、見守り隊によるあいさつ（声
掛け）や、月1回、学校からのお
知らせを自治会回覧で配布するな
ど、子どもから大人までが顔なじ
みになるよう、あいさつ運動への
協力に取り組みました。

〇

学 校 （ セ ー フ テ ィ ウ ォ ッ
チャー）と各種関係団体が連携
し、一定期間に通学路や学校周
辺、地域内であいさつ運動を行
い、子どもから大人までが顔なじ
みになるよう関係づくりに取り組
みます。JR線を境に、南に走る国道

357号線までの緑町、黒砂、
黒砂台1丁目～2丁目をエリア
とし、中心を京成線が東西に
走っている。

文教施設があり、または隣
接していることもあり、日中
の学生数、またエリアにも学
生が点在し居住しているのも
特徴である。

3　災害などに備えた安全・安心
なまちづくり

地域住民を地域で守る取り組み

町内自治会や民児協、各種活動
団体が連携・協力して防犯活動協
力者を確保し、自転車に防犯ス
テッカーを掲示するなど、地域内
の防犯活動に取り組みます。

民生委員活動を通じて、高齢者
等に対し声かけによる安否確認
や、一部の町内自治会が、週２回
の防犯パトロール等、見守り活動
に継続して取り組むとともに、
「防犯ステッカー」を防犯活動協
力者の自転車に掲示するなどし
て、地域内の防犯活動に取り組み
ました。



地区部会エリア 基本方針（5期） 取組項目（4期） 令和４年度の目標又は予定（4期） 令和４年度の実績 達成状況 令和５年度の目標又は予定 今後の課題と方針

【人口・世帯数】

【町内自治会数】

【高齢化率】

【地域の特徴】

高齢化に伴う担い手不足の解消
に向け、活動が継続できるよう、
地域住民へ働きかけるとともに、
町内自治会や民児協などと連携・
協力して地域の実情に沿った活動
が実施できるよう取り組んで行き
たい。

24.4%

JR稲毛駅周辺を中心とした
小仲台1丁目から9丁目のエリ
ア。

新・旧の戸建て住宅とマン
ションが混在し、駅周辺のマ
ンションには若い世代が多く
居住しているが、JR稲毛駅か
ら距離のある旧来からの集合
住宅では高齢化が進行してい
る。

地域住民の参加による見守り・支
え合い

地区部会が町内自治会や民児協
と連携し、一人暮らし高齢者等に
対して日常的な声かけなどの安否
確認等による見守り活動に取り組
みます。

７町内自治会が一人暮らし高齢
者に対して訪問による声かけや防
犯パトロール等により安否確認の
見守りを継続的に取り組んだ他、
地区部会が町内自治会や民児協と
連携・協力し、いきいきサロン
（6会場）の活動を介して高齢者
等の見守りに取り組みました。

また、一部の自治会で平常時の
ほか、被災時など緊急時の見守り
との２パターンを想定した見守り
活動に取り組みました。

〇

地区部会が町内自治会や民児協
と連携し、一人暮らし高齢者等に
対して日常的な声かけなどの安否
確認等による見守り活動に取り組
みます。

高齢化に伴う担い手不足の解消
に向け、活動が継続できるよう、
地域住民へ働きかけるとともに、
町内自治会や民児協などと連携・
協力して地域の実情に沿った活動
が実施できるよう取り組んで行き
たい。

地域のイベントなどを通じての地
域交流・多世代交流

地区部会が町内自治会や民児
協、各種活動団体と連携・協力し
て「東西社協まつり（10月）」な
どイベントを企画実施する他、自
治会単位で開催する祭やイベント
などを通じて住民同士が交流でき
る場づくりに取り組みます。

地区部会が町内自治会や民児
協、商工会、学校などと連携・協
力し、「東西社協まつり（10/30
小中台公民館）」や町内自治会ご
とに夏祭り等を開催するなど、住
民同士が交流できる場づくりに取
り組んだ。

〇

地区部会が町内自治会や民児
協、各種活動団体と連携・協力し
て「東西社協まつり（10月）」や
「茶話会（3月）」などイベント
を企画実施する他、自治会単位で
開催する祭やイベントなどを通じ
て住民同士が交流できる場づくり
に取り組みます。

〇

地区部会が町内自治会・学校・
青少年育成委員会と連携・協働
し、あいさつをテーマにした標語
の作品募集を行い、「東西社協ま
つり（10月）」や広報紙などで作
品の広報啓発に取り組みます。

また、地区部会が町内自治会や
民児協などと連携・協力して、町
内に掲出するステッカー等によ
り、地域住民に「あいさつ・声か
け運動」の浸透に取り組みます。

引き続き、町内自治会、学校、
セーフティーウオッチャー等と連
携し、町内自治会が防犯パトロー
ルを兼ねたあいさつ・声かけ運動
の拡充を図るとともに、地域のイ
ベントや広報媒体等を通じて広報
啓発を行い、あいさつ運動が地域
へ浸透するように取り組んで行き
たい。

21,342人・12,537世帯

18町内自治会

地区部会が近隣校（小中台・小
中台南・園生・柏台小）の協力を
得る中、あいさつをテーマにした
標語作品を募集し、「東西社協ま
つり（小中台公民館）」で優秀作
品の展示会を行うとともに、あい
さつ運動のステッカーを作成して
町内自治会の掲示版に掲示するな
ど、あいさつ運動の浸透に取り組
みました。

また、セーフティウォッチャー
（小中台、小中台南、園生小）が
青少年育成委員や民生委員と連
携・協力して登下校時のあいさつ
運動や、町内自治会が防犯パト
ロールを兼ねてあいさつ・声かけ
運動に取り組みました。

稲毛区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和４年度）個票

小中台西地区部会

2　互いを知り、活かし、支え合
い、助け合う、地域づくり

あいさつから始まる地域との関わ
り

地区部会が町内自治会・学校・
青少年育成委員会と連携・協働
し、あいさつをテーマにした標語
の作品募集を行い、「東西社協ま
つり（10月）」や広報紙などで作
品の広報啓発に取り組みます。

また、地区部会が町内自治会や
民児協などと連携・協力して、町
内に掲出するステッカー等によ
り、地域住民に「あいさつ・声か
け運動」の浸透に取り組みます。


